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林
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

現
場
実
装
推
進

プ
ロ
グ
ラ
ム
と
森
ハ
ブ

　
戦
後
の
植
林
の
努
力
に
よ
り
我
が
国
の

人
工
林
の
半
数
は
50
年
生
を
超
え
、
一
般

的
に
収
穫
を
行
う
こ
と
が
可
能
な
時
期
を

迎
え
て
い
ま
す
。
一
方
、
林
業
の
現
場
で

は
厳
し
い
地
形
条
件
な
ど
の
た
め
に
伐
採・

運
搬
、
造
林
の
コ
ス
ト
が
諸
外
国
と
比
べ

て
高
く
、
ま
た
林
業
従
事
者
の
労
働
環
境

の
課
題
も
解
決
さ
れ
て
い
ま
せ
ん（
図
１
）。

こ
う
し
た
林
業
特
有
の
課
題
と
、
今
後
の

人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
な
ど
の
社
会
的

課
題
に
対
処
し
て
い
く
た
め
、
発
展
が
目

覚
ま
し
い
Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
、
Ａ

Ｉ
等
の
先
端
技
術
の
活
用
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
林
業
に
関
す
る
新
技
術
の
開

発
か
ら
普
及
に
至
る
取
組
を
効
果
的
に
進

め
、
現
場
へ
の
導
入
を
加
速
化
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
令
和
元
年
12
月
に
林
業

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
現
場
実
装
推
進
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。
本
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
、
森
林
資
源
と
森
林
境
界
の
適
正
管

理
、
伐
採
・
造
林
作
業
の
機
械
化
等
の
５

分
類
17
項
目
の
技
術
に
つ
い
て
２
０
２
５

年
を
目
途
に
し
た
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
示
し

　林野庁では令和３年度より「林業イノベーションハブセンター（森ハブ）」を設置し、異分野の
技術探索や先進技術方策の検討を行い、専門委員会で議論を重ねてきました。産学官６名の知見
者による専門委員会では、林業の戦略的技術開発・実装に向けた意見・提案を聴取し、今後、国
による開発方針の策定や事業化支援等の方策の検討に活用することにしています。
　森ハブのこれまでの取組と成果について紹介します。

林業イノベーション
ハブセンター（森ハブ）の

取組

図１　林業イノベーションの背景
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て
い
ま
す
。

　
造
林
作
業
の
分
野
に
お
け
る
最
近
の
取

組
と
し
て
は
、
作
業
用
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト

を
搭
載
し
た
電
動
苗
木
運
搬
車
両
に
よ
る

造
林
作
業
の
省
力
化
の
実
証
や
、
下
刈
り

作
業
の
省
力
化
と
安
全
性
向
上
を
目
指
し

た
ド
ロ
ー
ン
の
開
発
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
造
林
地
の
調
査
に
ド
ロ
ー
ン
に
よ

り
撮
影
し
た
画
像
を
活
用
す
る
実
証
試
験

も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
林
野
庁
で
は
令
和
３
年
度
よ
り
、
同
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
掲
げ
る
技
術
開
発
、基
盤
デ
ー

タ
の
整
備
、
普
及
等
を
着
実
に
進
め
る
た

め「
林
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ハ
ブ
セ
ン
タ
ー

（
森
ハ
ブ
）」
を
設
置
し
、
異
分
野
の
技
術

探
索
や
先
進
技
術
方
策
の
検
討
を
行
い
、

令
和
３
年
７
月
か
ら
12
月
ま
で
の
間
、
６

名
の
有
識
者
か
ら
な
る
専
門
委
員
会
に
よ

り
議
論
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

泉　　清久 和歌山県農林水産部森林・林業局　局長

坂井　貴行 神戸大学バリュースクール　教授

柴田　君也 株式会社柴田産業　代表取締役

立花　　敏 筑波大学　生命環境系　准教授

松田　修一 早稲田大学　名誉教授（座長）

宮本　義昭 株式会社バルステクノロジー  代表取締役社長

傾斜地に対応した下刈りドローンの開
発

ドローンで撮影した画像による
植栽本数の調査

電動苗木運搬車両の実証

森ハブ専門委員一覧

検討テーマ 目　　的

①新技術／総合戦略 イノベーションの推進・加速のため、異分野を含む先端技術の探索・評価を行い、導入に向け
たロードマップを検討

②機械開発 最新技術や自動機械の導入も見据え、今後の機械開発・作業システムの方針を検討

③地域林業政策 新技術・新素材の導入・活用による地域振興や持続的な経済成長・経済活動を図るための方策
を検討

④イノベーション
　エコシステム 林業におけるイノベーションを促進する社会的環境の形成のための方策を検討

⑤知的財産 開発成果の適切・効果的な活用・管理を行うため、林業での新技術導入に当たっての留意点や
方策を検討

第４回専門委員会の模様

令和３年度の検討テーマ
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新
技
術
の

活
用
に
つ
い
て

　
林
業
へ
導
入
可
能
な
新
技
術
の
評
価
に

当
た
っ
て
は
、
各
技
術
の
技
術
熟
度
レ
ベ

ル
（
Ｔ
Ｒ
Ｌ
）
を
活
用
し
て
い
ま
す
。
森

ハ
ブ
で
適
用
す
る
技
術
熟
度
評
価
制
度
は

８
つ
の
Ｔ
Ｒ
Ｌ
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、

レ
ベ
ル
の
上
昇
に
伴
っ
て
研
究
段
階
か
ら

実
証
段
階
、
市
場
投
入
へ
と
近
づ
く
仕
様

に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
林
業
へ
の
導

入
可
能
性
に
つ
い
て
は
Ｔ
Ｒ
Ｌ
に
加
え
て

Ｐ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
（
規
制
、
コ
ス
ト
、
社
会
的
重

要
性
、
技
術
熟
度
）
の
枠
組
み
で
評
価
し

て
い
ま
す
。

　
こ
れ
を
受
け
、
２
０
１
９
年
の
林
業
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
現
場
実
装
推
進
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
つ
い
て
は
、
獣
害
対
策
な
ど
の
森
林

保
護
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
内
外
の
デ
ー

タ
連
携
、
森
林
地
域
で
の
通
信
環
境
構
築

を
追
加
し
、
８
分
類
35
項
目
の
林
業
課
題

に
対
応
す
る
よ
う
改
定
す
べ
き
と
提
案
さ

れ
ま
し
た
。

　
林
業
機
械
開
発
に
つ
い
て
は
、
林
業
者
、

機
械
メ
ー
カ
ー
、
研
究
者
等
に
対
し
て
ヒ

ア
リ
ン
グ
を
行
い
、
機
械
開
発
と
共
に
そ

林業イノベーションハブセンター（森ハブ）の取組み

図２　技術のフェーズと技術成熟度レベル（TRL）の関係

改質リグニン実証プラント ホイール型フォワーダの活用

北海道での森林・林業・環境機械展示実演会 多目的造林機械を現地調査
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要
な
テ
ー
マ
で
す
。
森
ハ
ブ
で
は
、
林
業

に
関
す
る
技
術
分
野
毎
に
国
内
外
の
特
許

取
得
状
況
を
調
査
し
、
特
許
マ
ッ
プ
を
活

用
し
た
分
析
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

る
と
、
海
外
で
は
森
林
の
育
成
に
関
す
る

育
種
や
除
草
剤
に
関
す
る
特
許
が
多
く
、

我
が
国
は
セ
ル
ロ
ー
ス
ナ
ノ
フ
ァ
イ
バ
ー

や
改
質
リ
グ
ニ
ン
と
い
っ
た
新
素
材
に
関

す
る
特
許
が
多
い
と
い
っ
た
特
徴
が
見
え

て
き
ま
し
た
。

デ
ジ
タ
ル
実
装
に

向
け
て

　
林
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
我
が
国
の
森

林
資
源
を
持
続
可
能
な
形
で
利
用
し
、
次

世
代
に
引
き
継
い
で
い
く
た
め
の
カ
ギ
と

な
る
も
の
で
す
。
デ
ジ
タ
ル
化
や
地
方
創

生
、
地
球
温
暖
化
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
い
っ
た

課
題
解
決
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
構
想
に
関
し
て
は
、

Ｗ
Ｉ
Ｆ
Ｉ
や
５
Ｇ
な
ど
の
通
信
方
式
が
社

会
で
普
及
し
て
い
く
中
で
森
林
に
お
け
る

通
信
環
境
へ
の
対
応
も
今
後
の
課
題
と
な

り
ま
す
。
森
林
内
で
は
樹
木
な
ど
の
障
害

物
や
複
雑
な
地
形
の
影
響
に
よ
り
電
波
が

減
衰
し
や
す
い
た
め
、
通
信
環
境
が
不
良

の
地
域
が
多
い
状
況
で
す
。
ま
た
、
我
が

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・

エ
コ
シ
ス
テ
ム
に

つ
い
て

　
森
ハ
ブ
で
は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
に

向
け
た
支
援
機
能
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、

異
分
野
に
お
け
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
エ

コ
シ
ス
テ
ム
※
の
好
事
例
か
ら
あ
る
べ
き

姿
を
検
討
し
ま
し
た
。
特
に
、
海
外
に
お

け
る
同
シ
ス
テ
ム
の
成
功
要
因
を
踏
ま
え
、

技
術
開
発
か
ら
実
証
段
階
に
お
け
る
支
援

と
、
実
用
化
か
ら
普
及
に
お
け
る
支
援
の

あ
り
方
を
整
理
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
支
援
に

あ
た
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
役
割
を
検

討
し
ま
し
た
。
ま
た
、
委
員
か
ら
は
、
近

年
に
お
け
る
脱
炭
素
社
会
へ
の
機
運
は
林

業
の
課
題
解
決
の
た
め
に
活
か
す
べ
き
で

あ
り
、
解
決
す
べ
き
課
題
を
明
確
に
す
べ

き
と
い
っ
た
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
を
受
け
て
今
後
、
森
ハ
ブ
で
は

林
業
に
お
い
て
有
力
と
判
断
さ
れ
る
異
分

野
技
術
に
つ
い
て
、
開
発
メ
ー
カ
ー
と
ベ

ン
チ
ャ
ー
企
業
の
橋
渡
し
や
新
事
業
の
創

業
支
援
等
が
可
能
な
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
育
成
の
支
援
を
行
い
、
そ
の
役
割
を
強

化
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　
技
術
開
発
を
持
続
的
な
も
の
と
し
て
い

く
た
め
に
は
、
知
的
財
産
の
取
扱
い
も
重

の
機
械
に
適
し
た
作
業
シ
ス
テ
ム
の
方
針

案
を
と
り
ま
と
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

近
年
、
走
行
性
の
高
い
ホ
イ
ー
ル
型
の
林

業
機
械
に
対
す
る
関
心
も
高
ま
っ
て
お
り
、

地
形
や
施
業
の
内
容
に
応
じ
た
機
械
導
入

の
方
向
性
に
つ
い
て
も
示
す
必
要
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
森
ハ
ブ
で
は
木
質
の
新
素

材
を
活
用
し
た
地
域
ビ
ジ
ネ
ス
の
起
業
を

促
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
関
連
す
る
事

例
を
情
報
収
集
し
て
き
ま
し
た
。
実
証
の

取
組
が
進
ん
で
い
る
改
質
リ
グ
ニ
ン
等
を

活
用
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
の
展
開
に
役
立
て
て

い
く
考
え
で
す
。

　
昨
年
10
月
か
ら
11
月
に
は
、
実
際
に
先

端
技
術
を
林
業
課
題
の
解
決
に
活
用
し
て

い
る
取
組
に
つ
い
て
現
地
視
察
を
行
い
ま

し
た
。
北
海
道
で
の
視
察
で
は
、
乗
用
型

多
目
的
造
林
機
械
と
ラ
ジ
コ
ン
草
刈
機
の

実
証
事
業
の
現
地
検
討
会
に
参
加
し
て
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
長
野
県

で
の
視
察
で
は
、
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
森
林

資
源
量
把
握
と
測
量
の
効
率
化
の
取
組
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
木
材
検
収
ア
プ
リ
を

活
用
し
た
需
給
マ
ッ
チ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
に

つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

木材検収アプリの現地調査

木材検収アプリの操作画面
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国
の
森
林
内
で
は
携
帯
電
話
が
通
じ
に
く

い
た
め
、
利
用
に
当
た
っ
て
は
、
集
落
の

近
く
や
見
晴
ら
し
が
良
い
等
の
通
信
可
能

な
場
所
ま
で
移
動
す
る
必
要
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
緊

急
通
報
、
デ
ー
タ
共
有
な
ど
の
目
的
に
応

じ
て
、Ｌ
Ｐ
Ｗ
Ａ
、ポ
ー
タ
ブ
ル
Ｗ
Ｉ
Ｆ
Ｉ
、

ロ
ー
カ
ル
５
Ｇ
と
い
っ
た
通
信
手
段
の
適

否
が
比
較
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。
富
山
県

で
は
実
際
に
、
地
元
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

会
社
、
林
業
会
社
、
南な

ん
と
し

砺
市
が
ロ
ー
カ
ル

５
Ｇ
を
使
い
、
高
感
度
カ
メ
ラ
で
安
全
確

認
を
強
化
し
、
林
業
機
械
を
遠
隔
操
作
し

て
木
材
を
搬
出
す
る
実
証
を
行
っ
て
い
ま

す
（
表
紙
写
真
参
照
）。

　
通
信
を
は
じ
め
と
し
た
様
々
な
新
し
い

技
術
分
野
に
お
い
て
、
民
間
活
力
や
地
域

の
創
意
工
夫
を
活
か
し
た
取
組
を
広
げ
、

林
業
を
若
者
や
女
性
に
と
っ
て
魅
力
あ
る

産
業
へ
転
換
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
引
き
続
き
森
ハ
ブ
は
、
林
業
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
進
展
や
現
場
実
装
を
進
め
る
エ

※ 

「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
エ
コ
シ
ス
テ
ム
」

と
は
、
行
政
、
大
学
、
研
究
機
関
、
企
業
、

金
融
機
関
な
ど
の
様
々
な
プ
レ
ー
ヤ
ー
が

相
互
に
関
与
し
、
絶
え
間
な
く
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
が
創
出
さ
れ
る
、
生
態
系
シ
ス
テ

ム
の
よ
う
な
環
境
・
状
態
を
い
う
。

ン
ジ
ン
と
し
て
活
動
を
展
開
し
て
い
き
ま

す
。
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課題 

輸送に用いるフォワーダなどの森林機械は、林道などの
可変タイプの地面、または砂質土および泥炭地などの森
林地で使用される。その場合、機械が地面に沈みこまな
いための最大許容負荷は、輸送装置の負荷容量だけでな
く、森林地帯などの地面の負荷容量によっても制限され
る。そのため、森林地帯の負荷容量を超えると、積載さ
れたフォワーダが地面に沈む可能性がある。

解決手段 

輸送装置の台車に歪み測定センサーが組み込まれており、
輸送 中に負荷の質量を測定することが可能。これにより、
輸送機械が 地面に沈んでしまうという問題を軽減してい
る。 

代表図面 

林業イノベーションハブセンター（森ハブ）の取組み

アグリビジネス創出フェア（令和３年11月）SFAデモデイ（令和３年10月）

富山県におけるローカル5G技術の実証

林業機械に関する出願の例




